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■
小
田
村
会
長
が
記
者
会
見
（
７
月
21
日
）

中
学
校
教
科
書
検
定
年
の
今
年
、
本
会
は

五
年
前
に
取
り
組
ん
だ
中
学
校
社
会
科
地
図

帳
問
題
に
改
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
会
の
小
田
村
四
郎
会
長
は
柚
原
正
敬
事

務
局
長
や
永
山
英
樹
理
事
ら
を
同
道
し
、
文

部
科
学
省
に
お
い
て
川か

わ

端ば
た

達た
つ

夫お

・
文
部
科
学

大
臣
宛
の
「
中
学
校
社
会
科
地
図
帳
の
記
述

内
容
に
関
す
る
訂
正
要
望
書
」
を
同
省
の
初

等
中
等
教
育
局
教
科
書
課
に
手
交
し
た
こ
と

は
前
号
で
伝
え
た
と
お
り
だ
が
、
小
田
村
会

長
ら
は
こ
の
日
四
時
半
か
ら
同
省
の
記
者
会

見
場
で
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
。

会
場
に
は
、
代
表
幹
事
社
の
フ
ジ
テ
レ
ビ

を
は
じ
め
十
社
ほ
ど
が
出
席
、
台
湾
メ
デ
ィ

ア
も
二
社
交
じ
る
中
、
小
田
村
会
長
は
「
訂

正
要
望
書
」
を
手
渡
し
て
き
た
こ
と
を
報
告

し
、
要
望
書
の
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

質
疑
応
答
で
、
教
科
書
会
社
へ
は
訂
正
を

求
め
な
い
の
か
と
い
う
質
問
に
は
、
柚
原
事

務
局
長
が
す
で
に
平
成
十
七
年
に
地
図
帳
発

行
の
帝
国
書
院
と
東
京
書
籍
に
訂
正
を
求
め

る
文
書
を
出
し
た
旨
を
述
べ
、「
近
々
、
教

科
書
会
社
に
は
文
科
省
に
訂
正
要
望
書
を
呈

し
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
改
め
て
訂

正
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
台
湾
政
府

に
も
今
回
の
こ
と
を
伝
え
、
台
湾
側
か
ら
も

文
科
省
に
訂
正
を
要
望
す
る
よ
う
働
き
か
け

た
い
」
と
答
え
た
。

以
下
は
「
台
湾 

中
国
領
の
よ
う
に
表
記

─
日
台
交
流
団
体
が
教
科
書
訂
正
要
望
」
と

題
し
た
翌
日
の
産
経
新
聞
記
事
。

〈
台
湾
が
中
国
領
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い

る
中
学
社
会
の
地
図
帳
は
問
題
だ
と
し
て
、

日
台
交
流
を
進
め
る
民
間
団
体
「
日
本
李
登

輝
友
の
会
」（
小
田
村
四
郎
会
長
）
は
21
日
、

今
年
の
教
科
書
検
定
で
表
記
を
改
め
さ
せ
る

よ
う
に
求
め
る
要
望
書
を
文
部
科
学
省
に
提

出
し
た
。

地
図
帳
は
帝
国
書
院
と
東
京
書
籍
が
発
行

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
台
湾
に
つ
い
て
は
、

中
国
と
の
間
に
国
境
線
を
引
か
な
い
な
ど
、

中
国
領
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
表
記
に
な
っ

て
い
る
。

立見も出る満堂の中で開かれた「日台
国民集会（9月4日）

報告

地図帳問題

「
台
湾
は
中
国
」と
教
え
さ
せ
な
い
た
め
に

国
民
集
会
や
街
頭
署
名
活
動
を
経
て
署
名
を
文
科
大
臣
へ

本
誌
編
集
部



13 【日台共栄】「台湾は中国」と教えさせないために 

平
成
17
年
に
文
科
省
の
検
定
を
受
け
て
い

る
が
、
要
望
書
で
は
「
台
湾
を
中
華
人
民
共

和
国
の
領
土
と
表
記
す
る
こ
と
は
日
本
政
府

の
見
解
に
悖も

と

る
」
と
し
、
今
年
改
め
て
行
わ

れ
る
検
定
で
訂
正
さ
せ
る
よ
う
に
求
め
て
い

る
。台

湾
は
、
日
本
が
昭
和
27
年
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
領
有
権
を
放
棄
。
中

国
政
府
も
領
有
権
を
主
張
し
て
き
た
が
、
日

本
側
は
日
中
共
同
声
明
で
も
「
中
国
政
府
の

立
場
を
十
分
理
解
し
、
尊
重
」
と
表
明
す
る

に
と
ど
め
、「
承
認
」
は
し
な
か
っ
た
。

地
図
帳
に
つ
い
て
、
文
科
省
は
「
外
務
省

の
編
集
協
力
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
検
定
し

た
」
と
説
明
。
外
務
省
は
「
国
境
線
を
入
れ

れ
ば
、
日
本
側
が
台
湾
の
領
有
権
に
つ
い
て

意
見
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
日
本
は
同
条
約

で
『
台
湾
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
を
放
棄

す
る
』
と
し
て
お
り
、
意
見
を
言
う
資
格
が

な
い
」
と
し
て
い
る
。〉

地
図
帳
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
は
少
な
く
、
報
道
さ
れ
た
意
義
は
大

き
い
。
惜
し
む
ら
く
は
「
台
湾
が
中
国
領
の

よ
う
に
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
正
し

く
は
「
中
国
領
の
よ
う
に
」
で
は
な
く
「
中

国
領
と
し
て
」
だ
。

記
者
会
見
の
こ
と
は
、
台
湾
紙
の
「
自
由

時
報
」
で
も
報
道
さ
れ
た
。
そ
れ
を
読
ん
で

こ
の
問
題
を
知
っ
た
李
登
輝
元
総
統
か
ら
、

七
月
二
十
六
日
付
で
小
田
村
会
長
宛
に
「
こ

れ
ら
一
連
の
活
動
は
貴
殿
の
台
湾
に
対
す
る

正
義
と
真
心
の
表
れ
だ
と
感
服
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
日
本
李
登
輝
友
の
会
設
立
の
貴

い
精
神
の
表
れ
で
も
あ
る
と
感
じ
い
っ
て
お

り
ま
す
」
と
い
う
激
励
書
翰
が
届
い
た
。

な
お
、
小
田
村
会
長
は
八
月
二
日
、
馮
寄

台
・
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代
表
に
、

台
湾
政
府
か
ら
も
文
科
省
に
対
し
て
誤
記
訂

正
を
求
め
て
欲
し
い
と
要
望
す
る
文
書
を
送

達
し
た
。
だ
が
、
未
だ
に
返
答
は
な
い
。

■
大
江
議
員
が
質
問
主
意
書
（
７
月
30
日
）

台
湾
問
題
に
熱
心
な
大お

お

江え

康や
す

弘ひ
ろ

・
参
院
議

員
は
「
質
問
主
意
書
」
を
西
岡
参
院
議
長
に

提
出
し
、
次
の
よ
う
な
質
問
を
行
っ
た
。

一�

、
教
科
書
検
定
に
合
格
し
た
地
図
帳
に
お

い
て
、
台
湾
を
「
中
国
へ
返
還
」
と
表
記

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
は
一
九

四
五
年
に
台
湾
を
中
国
に
返
還
し
た
事
実

は
あ
る
の
か
。
も
し
返
還
が
事
実
な
ら

ば
、
そ
の
根
拠
と
な
る
条
約
な
ど
は
何

か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二�

、
本
件
に
関
し
、
今
後
の
教
科
書
検
定
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
政

府
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

閣
議
決
定
し
た
菅
直
人
総
理
か
ら
の
「
答

弁
書
」
が
出
た
の
は
八
月
十
日
。
日
韓
併
合

百
年
に
合
わ
せ
た
あ
の
屈
辱
的
な
総
理
談
話

文科大臣に訂正要望書を提出したことや記者会見の模様を
伝える7月22日付の台湾紙「自由時報」
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を
同
じ
閣
議
で
決
定
し
て
出
し
た
日
だ
。

一
の
質
問
に
対
し
て
は
「
我
が
国
は
、
日

本
国
と
の
平
和
条
約
第
二
条
に
従
い
、
台
湾

に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求

権
を
放
棄
し
て
お
り
、
台
湾
の
領
土
的
な
位

置
づ
け
に
関
し
て
独
自
の
認
定
を
行
う
立
場

に
な
い
」
と
答
弁
。
だ
が
、
こ
れ
は
見
て
の

通
り
、
質
問
へ
の
答
弁
に
な
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
答
弁
拒
否
だ
。

二
に
つ
い
て
も
「
教
科
用
図
書
検
定
調
査

審
議
会
の
専
門
的
な
審
議
に
よ
り
教
科
用
図

書
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
合
格

と
な
っ
た
も
の
」
な
ど
と
逃
げ
て
い
る
。

因
み
に
、
小
田
村
会
長
が
川
端
大
臣
に
提

出
し
た
「
訂
正
要
望
書
」
に
対
し
、
八
月
十

九
日
付
で
同
省
初
等
中
等
教
育
局
教
科
書
課

か
ら
「
回
答
」
が
届
い
た
。
だ
が
、
政
府
の

「
答
弁
書
」
と
瓜
二
つ
で
「
検
定
基
準
に
照

ら
し
、
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
の
専

門
的
な
審
議
に
よ
り
教
科
書
と
し
て
適
切
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
内
容
だ

っ
た
。「
答
弁
書
」
も
、
恐
ら
く
こ
の
教
科

書
課
が
書
い
た
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

■
署
名
活
動
（
８
月
15
日
～
11
月
３
日
）

そ
こ
で
本
会
は
、
さ
ら
に
広
く
こ
の
地
図

帳
問
題
を
知
ら
せ
、
賛
同
者
を
募
る
べ
く
、

八
月
十
五
日
か
ら
署
名
活
動
を
始
め
た
。
同

時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
、
ネ
ッ
ト

署
名
も
開
始
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
署
名
は
九

月
に
入
っ
て
英
語
版
も
始
め
た
。

東
京
で
の
街
頭
署
名
は
本
会
台
湾
正
名
運

動
本
部
を
中
心
に
、
八
月
十
五
日
（
靖
国
神

社
）、
二
十
八
日
（
新
宿
駅
）、
九
月
十
九
日

（
渋
谷
駅
）、
十
月
八
日
（
東
京
駅
）、
十
七

日
（
新
宿
駅
）、
二
十
三
日
（
新
宿
駅
）、
十

一
月
三
日
（
新
宿
駅
・
渋
谷
駅
）
で
実
施
。

そ
の
他
、
会
員
有
志
ら
に
よ
っ
て
も
複
数
回

実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
愛
知
県
支
部
と
岐
阜
県
支
部
は
ほ

ぼ
協
同
し
て
八
月
二
十
一
日
（
名
古
屋
市
覚

王
山
）、
二
十
八
日
（
名
古
屋
駅
）、
九
月
十

二
日
（
名
古
屋
駅
）、
二
十
五
日
（
岐
阜

駅
）、
十
月
二
十
三
日
（
名
古
屋
駅
）
な
ど

で
展
開
し
た
。
街
頭
署
名
以
外
で
も
全
国
の

本
会
支
部
や
会
員
、
賛
同
団
体
な
ど
に
精
力

的
に
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

締
切
後
も
署
名
は
続
々
届
き
、
お
陰
様
で

署
名
総
数
（
十
一
月
二
十
日
現
在
）
は
二
万

二
千
八
百
人
（
手
書
き
：
二
万
一
千
三
百

三
十
四
人
、
日
本
語
ネ
ッ
ト
署
名
：
千
四
百

二
人
、
英
語
版
ネ
ッ
ト
署
名
：
六
十
四
人
）

と
な
っ
た
。
奇
し
く
も
こ
の
署
名
総
数
は

「
二
二
八
」、 

何
と
も
台
湾
と
縁
の
深
い
数
字

と
な
り
、
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
。

■
日
台
国
民
集
会
を
開
催
（
９
月
４
日
）

署
名
の
一
方
、
都
内
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
「
台
湾
は
中
国
じ
ゃ
な
い
！　

台

湾
を
中
国
領
と
す
る
文
科
省
の
社
会
科
教
科

渋谷駅頭で署名活動する梅原理事や本会会員ら
（9月19日）



15 【日台共栄】「台湾は中国」と教えさせないために 

書
検
定
を
許
さ
な
い
日
台
国
民
集
会
」
を
、

台
湾
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
メ
ル
マ
ガ
「
台
湾

の
声
」
な
ど
と
と
も
に
開
催
し
た
。

九
十
名
の
定
員
を
は
る
か
に
上
回
る
約
百

三
十
人
が
参
加
、
永
山
英
樹
・
台
湾
研
究
フ

ォ
ー
ラ
ム
会
長
、
柚
原
正
敬
・
本
会
事
務
局

長
、
西に

し

村む
ら

幸こ
う

祐ゆ
う

・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
梅
原

克
彦
・
前
仙
台
市
長
、
易
錦
銓
・
台
湾
経
済

研
究
院
顧
問
、
水み

ず

島し
ま

総さ
と
る・
頑
張
れ
日
本
！
全

国
行
動
委
員
会
幹
事
長
ら
が
登
壇
、
そ
れ
ぞ

れ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
獅
子
吼
し
た
。

ま
た
、
先
に
紹
介
し
た
李
元
総
統
か
ら
の

激
励
書
翰
も
披
露
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ま
さ

に
日
台
国
民
集
会
に
ふ
さ
わ
し
く
台
湾
か
ら

声
明
文
が
寄
せ
ら
れ
披
露
さ
れ
た
。 

「
集
会

に
声
援
を
送
る
と
と
も
に
、
日
本
の
文
部
科

学
大
臣
に
対
し
、
事
実
を
受
け
入
れ
、
台
湾

の
民
意
を
尊
重
し
、
速
や
か
に
地
図
上
の
台

湾
の
主
権
に
関
す
る
厳
重
な
錯
誤
内
容
を
修

正
せ
よ
と
の
希
望
を
強
く
表
明
す
る
」 （
台

南
市
議
員
・
王
定
宇
、
台
湾
北
社
、
台
湾
青

年
反
共
救
国
団
、
台
湾
教
授
協
會
、
台
湾
独

立
建
国
聯
盟
、
李
江
却
台
語
文
教
基
金
会
、

高
雄
市
議
員
・
趙
天
麟
、
独
立
媒
体
、
Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ユ
ー
ザ
ー
360
人
）
と
の
怒
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

集
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
文
は
「
中
国
の

走
狗
の
如
く
、
そ
の
国
益
、
戦
略
の
た
め
、

日
本
の
中
学
生
に
誤
情
報
、
誤
認
識
を
刷
り

込
み
、
さ
ら
に
は
台
湾
人
の
尊
厳
と
感
情
を

も
平
然
と
踏
み
躙
る
文
部
科
学
省
の
異
常
極

ま
り
な
い
犯
罪
的
行
為
を
、
心
あ
る
日
台
の

国
民
は
断
じ
て
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
烈
々
た
る
調
子
で
謳
っ
て
い
る
。

■
陳
情
・
請
願
の
動
き
（
９
月
）

ま
た
、
県
議
会
レ
ベ
ル
で
の
陳
情
や
請
願

活
動
も
行
わ
れ
た
。

栃
木
県
で
は
日
光
日
台
親
善
協
会
会
長
で

本
会
理
事
の
宇う

井い

肇は
じ
め氏
が
陳
情
者
と
な
り
、

増ま
す

渕ぶ
ち

賢と
し

一か
ず

議
員
の
仲
介
に
よ
り
九
月
中
旬
に

「
中
学
校
社
会
科
地
図
帳
の
誤
記
に
関
す
る

陳
情
書
」
を
県
議
会
に
提
出
。
し
か
し
、
陳

情
内
容
の
把
握
が
困
難
な
ど
の
理
由
で
議
長

預
か
り
と
な
り
、
後
日
、
内
容
に
つ
い
て
議

員
勉
強
会
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

宮
城
県
で
は
、
本
会
宮
城
県
支
部
の
嶋
津

紀
夫
支
部
長
が
請
願
者
と
な
り
、
前
県
議
会

議
長
の
相
沢
光
哉
氏
を
筆
頭
に
今
野
隆
吉
議

員
な
ど
七
名
が
紹
介
議
員
と
な
り
、
九
月
末

に
「
中
学
校
社
会
科
地
図
帳
の
誤
記
を
訂
正

す
る
よ
う
、
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

願
」
を
県
議
会
に
提
出
。
し
か
し
、
こ
の
動

き
を
察
知
し
た
共
産
党
か
ら
、
委
員
会
審
議

直
前
に
「
請
願
は
『
二
つ
の
中
国
』
論
に
立

つ
も
の
」
だ
か
ら
「
外
交
問
題
に
発
展
し
か

ね
な
い
」
と
の
見
解
が
全
議
員
に
配
布
さ
れ

た
。
地
図
帳
問
題
を
理
解
し
な
い
一
知
半
解

の
見
解
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
結
局

こ
ち
ら
も
議
長
預
か
り
と
な
り
、
後
日
、
議

員
勉
強
会
を
開
催
す
る
予
定
だ
。

■
署
名
用
紙
を
手
渡
し
（
11
月
15
日
）

皆
様
に
集
め
て
い
た
だ
い
た
署
名
は
す
べ

て
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
す
る
。
そ
こ
で
、

以
前
よ
り
こ
の
地
図
帳
問
題
に
関
心
が
高
か

っ
た
笠

り
ゆ
う

浩ひ
ろ

文ふ
み

・
衆
院
議
員
が
文
部
科
学
政
務

官
に
就
任
し
て
い
る
の
で
仲
介
役
を
依
頼
し

た
と
こ
ろ
了
承
。
笠
議
員
に
手
渡
し
た
。


